
Keywords： 機械学習 (Machine Learning)、深層学習 (Deep Learning)、診断支援AI、治療支援AI

医療×AI ： 医療AIの学ばせ方 ～ AIの有効な医療応用

●研究概要： 医療×AI
診断支援／治療支援AIシステムの実用化、不十分量の医療

データからAIシステムを構築する方法、診断支援AIシステムの
病院内自動開発法などを研究しています。
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・全身FDG-PET/CT画像上の病変自動検出
食道がんや肺がん、骨転移、リンパ節転移など多種

病変を画像から同時検出するAIシステムを研究してい

ます。 このシステムには、病変と健常の差を「教師あ
り学習」させた識別器や、健常者データの傾向を「教師
なし学習」させた異常検知処理などの技術が用いられ
ています。（関連業績1）

● 研究テーマ例

URL: http://researchmap.jp/nemo_mits/
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・AI開発にデータの機械学習は不可欠、ではどう学ばせる？
医療AIシステムの開発には「多様なデータ」と「正しい診断情報（答え）」数多く学ばせる（機械学習）ことが必要です。

一方、特に有病のデータを大量収集することが困難な場合も少なくありません。学習データ量が不十分でもAIを効率的
に学習させる方法や、そのようなAIをもとに臨床有用な医療支援システムを構築する方法について研究しています。

・画像診断システムの自動開発AI
医師などが臨床施設内で診断支援システムを手軽に

自主開発できるAIプラットフォームの研究をしています。
画素識別カスケード処理などにより、頭部MRアンギオグ
ラフィ（血管造影）像上の脳動脈瘤や胸部CT像上の肺結
節といった小病変を検出するシステムをAIで自動開発す
ることに成功しています。（関連業績5）
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※他にも尿路結石治療支援(業績2)、教師無し特徴量学習(業績3)、畜産技術へのAI応用(業績4)などを研究しています


